
幼児期の教育・保育に係る今後の確保方策（案）
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● 
 
方向性の確認 

● 
 

意向調査報告 
 

→今後の進め方を審議 

意向調査 
 

（最終） 

・ 予算化 
 
・ 各事業者による施設整備 等 

● 
 

最終利用数集計 
 

→不足数再算定 

新規募集手続

● 

計画見直しの検討 
 

（乖離が継続する場合） 

                                                                   既存施設の拡充   
                                                                      ① 保育所の定員拡充   
                                                                      ② 幼稚園の認定こども園化    
                                                                      ③ 地域型保育事業の認可 

既存施設の拡充   
 ① 保育所の定員拡充  
 ② 幼稚園の認定こども園化 
 ③ 地域型保育事業の認可 

新規事業者も含めた 
拡充 

既存施設の拡充 （※ 既存事業者が新設する場合を含む）  
 ① 保育所の定員拡充  
 ② 幼稚園の認定こども園化 
 ③ 地域型保育事業の認可 

新規事業者も含めた拡充 
※１年前倒し 

● 
 

利用数集計 

●  状況報告 
 

→方策審議 

● 
 

利用数集計 

●  状況報告 
 

→方策審議 

● 
 

利用数集計 

●  状況報告 
 

→方策審議 
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【変更を要する現在の状況】 
 ① 利用者数が計画の見込み数より、大幅に増加し、早急に待機解消に取り組むことが必要。 
 ② 既存事業者による拡充を進めやすくするため、各事業者の現状での意向を踏まえた方策へ修正が必要。 

≪必要に応じて複数回審議≫ 

現 状 

変 更 
（案） 

資料１ 


